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記者会見するダライ・ラマ１４世＝７日午前、東
京都千代田区【フォト】

　来日したチベット仏教の最高指導者ダライ・ラ
マ１４世は７日、東京都内で記者会見し、中国
四川省のチベット族自治州で宗教の自由を求
める僧侶らが相次いで焼身自殺を図っているこ
とについて、「（チベット仏教の伝統を破壊する）
文化的虐殺が行われている」と述べ、中国政府
を批判した。

　ダライ・ラマは、中国政府のチベット政策につ
いて「この１０～１５年、強権的な政策を取って
おり、人々は“文化大革命”が始まったようだと
感じている」と強調した。

　また、東京電力福島第１原発事故を受け、議
論が高まっている原発の是非については「風力
や太陽光発電などで十分な電力を賄えればよ
いが、今後発展していく国々のことも考えなけ
ればいけない」と表明。専門家による包括的な
判断が必要とした上で「最終的にはそれぞれの
国民が決めることだ」と述べた。

　ダライ・ラマは１０月２９日に来日し、大阪市や
和歌山県で講演などを行った。福島県郡山市
や宮城県石巻市も訪れ、東日本大震災の被災
者らを励ますなどした。（共同）

チベットは　
　　　チベットの　言葉
　　　チベットの　文化
　　　チベットの　仏教
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談話：ダライ・ラマ法王石巻慰霊法要を終えて～ダライ・ラマ講話　より
一般社団法人　文殊師利大乗仏教会　より転載

兄弟姉妹の皆様、また大切な家族や友人を亡くされた皆様。私がこちらに来ました主な目的はみなさんの深い悲しみと苦しみを共にするためです。
我々は人類の兄弟です。広い視点に立てば７０億人近くのこの人類は基本的に人類という同じ家族の兄弟であり姉妹といえます。ですので悲劇はここで起
こったことではありますが、世界中の多くの場所がこの悲劇を聞いてすぐに人類という同じ家族として悲しみを共感したのです。みなさんは決してひとりぼっち
ではありません。

この悲劇を私もBBCのニュースで知ってすぐにああ何とつらい悲劇が起こったことだ。私たちは同じ人類の家族であり、第二には日本のみなさまは我々と同じ
仏教徒であり、日本は仏教国であり、個人的に1967年に初めて来日して以来、最も多く訪問してきたこの日本には多くの友人もいます。ですので、もし可能な
ら何とか被災地を訪れて、みなさんと悲しみを分かち合えたらいいなと思ったのです。

4月の末にアメリカを訪問する機会があり、日本経由で立ち寄りました。２、３日余分に東京に滞在し、祈りを捧げ私の思いを伝えることができました。ですが、
それでは不充分ではありませんでした。実際に悲劇のあったこの場所をなんとか訪ねたいと願い、そして今日ここに来ることができ、私の願いが叶うことになり
ました。

ここに来る道中で運転手さんから津波の水害について、いろいろ伺うことができました。津波がどのあたりまで来たのか、そしてそれがすべてを変えてしまった
こと、それを感じることができました。大変な被害です。ですから先ほど車を降りてすぐにみなさんの手を握りたいという気持ちを抑えることができませんでした。
同時に涙が自然とあふれでたのです。とても悲しい出来事です。

しかし、これはもう既に起こってしまった出来事です。私たち人間には知性があります。この知性をこんな時にこそ活用しなくてはいけないのです。

まずは大きな視点で考える必要があります。同時に私たちには自信を取り戻すことができる源とを合わせるのです。他者に対するやさしさは私たちの心の強
さの源となるものです。そしてその自信と知性とを合わせてみるのです。こうした逆境にどのように対処したらいいのか、それを考えるのです。現在直面したこ
うした問題に未来にもどのように対処したらいいのか、これを知性と自信をもって考えてみるといいでしょう。そうするとこれらのすべての苦境と痛みを克服す
ることができるはずなのです。

悲劇というものは私たちを悲しみの淵と落胆に陥れてしまうのは確実です。しかしみなさんはこの悲劇を自信と情熱へと変えなければいけないのです。一生
懸命働き、そしてみなさんの家を建て直してください。みなさんのコミュニティと新しい生活を建て直すのです。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チベットNOW@ルンタより転載
米議会に対し、悪化するチベットの人権状況に関し報告する機会を私に与え
て下さったことに感謝いたします。
今 日のこの会合で私は、チベットが中国共産党により占領された独立国で
あるということを報告しようと思っています。占領されてすでに半世紀以上が
立ちます。 その間、チベットの状況は年ごとに悪化しています。この主な原
因は、初期に中国が行った所謂民主的改革を通してチベットを支援するとい
う約束が虹の如く消 え去り、その代わりにチベット人への弾圧政策が実行さ
れているからであります。中国政府はかつての約束が完全に消え去っている
ことを意図的に忘れ去り、如 何なる肯定的政策ももたらしませんでした。そ
の結果、地域の党幹部たちは宗教の自由を否定し、田畑、牧草地やその生
産物を強奪する等の抑圧的政策を行って います。彼らの言うところの法律
は名ばかりとなり、刑罰は彼らの収入源となっています。この事が人々に正
義に訴える希望を失わせ、若者たちを絶望に追い やっているのです。チベッ
トは所謂自治区と自治州に分割され、名目上、自由な政治システムが行わ
れているかのように聞こえます。しかし、実際にはそのような寛容なシステム
ど ころか、チベット人には一般の漢民族が得ている権利の半分も与えられて
いないのです。漢民族至上主義に縁取られた政策がチベットの人々をその
限界にまで追 いやっているのです。その中国人の教育の有無に関わらず
リーダーは常に中国人なのです。中国政府の下で働くチベット人は差別され、
信用されないのです。も しも、中国の指導者たちがダライ・ラマ法王が提言さ
れる相互利益に基づく中道政策を受け入れていたならば、チベット人と中国
人は、かつてのチベットの偉大 な宗教王たちの時代のように、同等な関係を
享受していたことでありましょう。かつて、胡耀邦は漢民族至上主義の役人た
ちこそが中央政府を暗黒と化した真の分裂主義者であると認める雄弁な報
告書を作成しています。
ここで、私はチベッ ト全体の状況、特に個人的に近い関係にある北東チベッ
ト地域アムド、ンガバの状況に付いて報告したいと思います。ンガバ自治県
の人々は３代に渡り非常な苦 悩を経験し、心に傷を負いました。この傷は忘
れがたく、癒し難いものであります。

１. 第一世代の傷：ンガバはチベット内で近代、中国により襲撃された最初の
地域であります。中華人民共和国建国以前の１９３５年、赤軍の 長征がンガ
バを通過した時、中国軍は当時２０００人の僧侶が暮らしていたラテン僧院を
完全に破壊しました。その後、隊はムゲ・ゴンチェンに向かい道すがら 多くの
僧侶や一般人が殺害されたり、負傷しました。軍はムゲ僧院で会議を開き、
その後ギャロン・チョクツェ、キョンキョ、ジャプック、及びダツァン僧院か ら貴
重な物品と穀物を略奪しました。その結果、地域ではチベットの歴史上初め
ての飢餓が発生しました。この時地域のチベット人は初めて木の葉を食べる
こと により生き抜くことになったのです。ミュの首長チョクツェの王と周辺のチ
ベット人たちは占領軍と戦いました。しかし数に勝る中国兵に勝つことはでき
ませんでした。赤軍指導者朱徳とその部下が キルティ僧院の中堂を占拠し
た時、ンガバ・キルティ僧院の第４４代僧院長アク・タプケの一族はじめ多くの
人々が銃殺され、仏像・菩薩像は略奪、破壊されま した。赤軍とは宗教破壊
者であるのみか略奪者であるということを人々は知ったのです。この時、毛
沢東は広大なチベット地域を見て、これを占領しようという アイデアを得たの
です。そして、１９４９年に中華人民共和国を建国した翌年、彼は第１８旅団
を送り込む事によりこれを実行したのです。このような事件がン ガバの人々
の心に癒しがたい傷を残したのです。

厳しい人権状況に関する、米国議会トム・ラントス人権委員会におけるキルティ僧院総管主キルティ・リンポチェの証言　１１／３

２. 第２世代の傷：１９５８年、所謂民主改革がンガバで行われました。文化大革
命が１９６６年に始まり、その２年後にはHung Chengと呼ばれる地域紅衛兵が
ンガバで組織されました。相継ぐこれらのキャンペーンにより何百、何千という
チベット人が投獄され、拷問、公開闘争セッ ション（タムジン）、飢餓、その他
様々な非人間的迫害を受けたのです。ミュの王、ティンレー・ラプテンは拷問に
耐えきれず川に身を投げ自殺しました。ジグ メ・サムテン・ツァンの転生者やそ
の他多くの著名なチベット人に死刑が宣告されました。端的に申せば、チベット
人全体を抹殺しようという政策が実行された のです。全ての宗教施設は破壊さ
れました。土地の名前、チベット人の名前さえ中国語に変えさせられました。チ
ベット語とその文化を否定し、消し去るために  です。半世紀以上に渡り、ンガバ
周辺の豊な自然資源、特に森林は過剰開発され、地滑り、洪水その他の自然
災害の原因となっています。自然環境の破壊はすで  に修復不可能なまでに進
んでいます。これら全てのことが中国支配の下で育った第２世代の人々の心に
傷を残しました。
３. 第３世代の傷：1998年以来「愛国教育」キャンペーンがンガバ周辺の僧院で
強化されました。同じ年、４月２７日にはインドの首都デ  リーで年長チベット人
トゥプテン・ンゴドゥップが抗議の焼身自殺を行い死亡しました。２００３年、そし
て再び２００８年にはンガバ・キルティ僧院が運営す  る１２００人の学生が学ん
でいた学校が当局により強制的に閉鎖されました。チベット人が経営するボン
ツェ学校、カシェ・トンに近い場所にある他の学校は政  府に取り上げられました。
一方で、地域にある中国の僧院や中国人が経営する学校は運営が許可され続
けています。２００８年３月１６日、キルティ僧院僧侶に先導されたンガバの人々
が平和的抗議デモを行った際、中国の保安部隊は直ちにデモを弾圧し、　２３
人のチベット人 を殺害しました。キルティ僧院は中国軍に包囲され、外界と遮
断され、刑務所と化しました。それ以来ンガバには軍の駐屯地が５カ所新設さ
れました。ニュー ヨークに本部を置くHuman Rights Watchの最近の報告によ
れば、中国四川省の他の地域に比べンガバの保安予算は２倍であると言いま
す。この報告書によれば、ンガバ地区には現在５万人以 上の武装保安要員が
配備されています。（今年）３月２０日以来、キルティ僧院の僧侶は８つのグ
ループに分けられ、「愛国教育」キャンペーンが昼夜を問わず強制的に行われ
ています。僧房は捜査さ れ、全ての電気製品は取り上げられ、聖なる経典は
ナイフで切り裂かれ、僧侶たちはダライ・ラマ法王の写真の上に足を置き踏み
にじることを強要されます。約 １００人の僧侶が逮捕され、尋問、拷問を受けま
した。さらに、僧院の護法尊に捧げられた法具は取り上げられ、僧院は中国政
府と戦うための武器を保持してい たと謂れもない非難を受けました。これは広
くプロパガンダとして利用されました。キルティ僧院の僧侶２人、ドンリ僧院の僧
侶１人、ゴマン僧院の僧侶１人が 拷問とその恐怖故に自殺しました。キルティ
僧院の７０歳の老僧はこの息詰まる状況の中、心臓発作により亡くなりました。
僧院は冬の重要な宗教儀式を行う事 を禁止されました。今年のチベット新年に
行われ予定であった恒例の祝賀式も禁止されました。２００９年２月２７日、２７
歳のキルティ僧院僧侶タペーが中国の抑圧支配に抗議するために焼身自殺を
図りました。保安要員は火を消す代わりに彼を銃撃しました。彼の居所は今も
不明のままです。（以下、今年３月１６日の僧プンツォの焼身自殺に始まる、ン
ガバその他チベット地区の焼身自殺を中心に今年の状況に関する詳しい報告
が続く。この部分中略させて頂き、最後の一節を訳す）チベットの若者たちが焼
身自殺しているという事実は、チベット人の苦しみを証明するものであります。
彼らはそのアピールが世界の指導者たち、人権団体を含  め、世界中の自由を
愛する政府と人々に届く事を願っています。そして、中国に対しチベットの弾圧
を止めるようアピールし、その弾圧によって安定を得ること  などできないのだと
いうことを解らせて頂きたいと願っているのです。

チベット人と中国人の間に友好的な共存関係を醸し出すために、また胡錦濤の提唱する調 和社会を築くために、チベットと中国の対話が早急に開始されな
ければなりません。我々はまた、中国に対し、独立した国際使節団とメディアがンガバその他の チベット地区を視察のため訪れることを許可するよう働き掛
けて頂きたい。あなた方の支援は内外のチベット人の内的な力を取り戻させてくれます。一人のチ ベット人スポークスマンとしてチベット人、特に最近の事
件により直接的な影響を被っている人々の願望をあなた方へ伝えることは私の義務であります。チベット人とその苦境に関する証言を行う機会を私に与え
て下さったことに対し、最後に再び、深い感謝の意を表明致します。
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